
夏の疲れを栄養補給で乗り切ろう！！

編集後記

暑い夏も終わりを迎えましたね。毎年言ってる気がしますが、

「今年も暑かったぁ～」という夏ですね。

冷静に今年の夏を振り返ってたところ、7月は気温が低く、雨

の日が多い月でした。梅雨明けは２８日前後です。夜寝苦し

いということはなく、25℃以上の熱帯夜の日は７日間（昨年

は25日）と少なかったのです。

８月は一気に熱くなり、なんと２３日も熱帯夜の日があり寝

苦しい月でした。

ということで、今年の夏は長梅雨冷夏と猛暑が同居したよう

な夏でした。

代表取締役 林昌明

私たちは、地域のお客様に

“いつもお役に立ちたい”

をモットーにしている熊野町にある電気

屋です。今年で創業44年を迎えます。

テレビや家電製品のご相談はもちろん、

太陽光発電やオール電化・リフォーム施

工も得意としております。

気軽に相談できる電気屋として、いつで

もお声がけください！

ハヤシ電器は

電気代値上がり 我が家の検針票みせちゃいます！
□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

★粗悪なＬＥＤ照明の場合、光の色が良くない

ケースがあります。とにかく目が疲れます。

それは、演色性という数値が低く、自然界と

かけ離れた色の光だからです。

【光の色と広がり方に注意】

★照明器具のカタログやチラシに「主に〇畳用」と書いて
あります。
しかし、これは照明工業会で決められた基準であって
部屋の状態や使う人の年齢によって、〇畳用でも
明るさの感じ方が全然違います。

★「〇畳用」という基準は、２０歳の人の目に最適な明るさとされているので、
４０歳以上の方がメインで使う場合は１ランク、５０台以上の場合は２ランク
ぐらい大きめをおススメします。

【カタログ・チラシの「〇畳用」に注意】

ここ数年、蛍光灯に代わって照明器具の主役はＬＥＤになってきてます。
すでにパナソニックでは蛍光灯の照明器具の製造をストップしていて、今後は
さらにＬＥＤ化に進んでいきます。

ＬＥＤ照明が発売された当初は、一般的な10畳用の器具で約8万円程でしたが、
最近はずいぶんとお買い得になりましたよね。

ＬＥＤ照明選びにご注意してください！！

ＬＥＤ照明器具に取替の際は、畳数と価格だけで決める

とダメですよってことわかっていただけましたか？

良い照明と粗悪な照明を見分けるコツは、照明のカバー

を外してみることです。ＬＥＤが照明全体に配置されて

いれば良い商品の可能性が高いです。

一般的に１３０００円以下の商品は、その辺を気を付けてくださいね。

見分けるコツ

★もう一つ大切なのは、光の広がり方です。照明の真下だけが

明るく、部屋の隅が暗いものは粗悪なものです。なぜなら、

安価な照明はＬＥＤランプの数が少なく、中央に集中して配置

されているからです。

それに対し、中級以上のものは多くのＬＥＤランプが広く配置され、

部屋の隅々まで光が届く設計になっています。

電気代の単価は確実に上がっています。これは３つの理由があります。

①電気代の単価が上がっている

②原油の高騰分が電気代の単価に上乗せされている。

③太陽光発電の売電負担金をみんなでまかなっている。

今後も上がっていくことが考えられます。当たり前のように払っている電気代、終わりのないロー

ンのようなものなので、この機会に一度見なおしてみてはいかがでしょう？

平成２５年（2013年）

6月

令和元年（2019年）

6月
使用量合計

３６２KWh→３５３kwh

がんばって３％減ら

したのに・・・

電気代

６％も増えてる！

太陽光売電負担金も

１５１円→１０４１円

６年で７倍に上がってる！

電気代、６年前より

実質２０％も

アップしてます！！

有名メーカー

でも安心でき

ないかも...


